
『『ロロママンンスス語語研研究究』』投投稿稿規規定定及及びび執執筆筆要要項項

 

 1.  各年度の大会において口頭発表を行った本会会員は、その内容を原稿にまとめ、次期発行の会誌に「論文」ま

たは「研究ノート」として投稿することができる。また、上記以外に「書評」の自由投稿も認める。なお「研

究ノート」は、研究・調査の中間報告、独創的な着想の提示などに充てるものとする。 
 2.  原稿は未公刊のものに限る。また他誌との二重投稿は認めない。 
 3. 原稿本文の使用言語は日本語またはロマンス語とする。引用、資料等で日本語、ロマンス語、英語以外の言語

を使用する場合は、本文使用の言語による訳語・訳文を併記する。 
 4. 執筆者はＡ4判の用紙にワープロで印刷した原稿3部を9月末日までに本部事務局宛に送付すること（当日の

消印有効）。なお、投稿原稿の種別（「論文」、「研究ノート」、「書評」）を明示したメモを同封しておくこと。 
 5. 原稿作成に当たっては以下の条件に留意すること。 

1) 表題、執筆者氏名、本文、註、参考文献の順序で書く。またレジュメ（下記、7）参照）は別紙に書く。 
2) 表題は本文使用の言語で書き、16〜14ポイントの大きさにする。 
3) 執筆者の氏名は本文が日本語の場合は日本字、ロマンス語の場合は欧字で書く。 

   (例) (日本字) (欧字) 
     山田一夫    Kazuo YAMADA    (または  YAMADA Kazuo) 

4) 書体は原則として、日本語の場合は明朝体、ロマンス語の場合は Times 体とし、文字サイズは両語とも

10 ポイント程度とする。また左右のマージンは 25 ミリ程度、上下のマージンは 30 ミリ程度あけるこ

と。 
5) 日本語原稿の場合は1行当たり40〜45字（欧文半角文字を含む場合は、その部分のみ2倍の字数）、1ペ

ージ当たり30〜32行とし、註等を含めた総ページ数の上限は、「論文」については10ページ、「研究ノ

ート」については6 ページとする。また、「書評」のページ数は2~4 ページとする。なお、ロマンス語

原稿の場合、1 行当たりの欧文半角文字数 80 字を目安とし、その他の条件は日本語原稿の場合に準ず

る。 
6) 註は後註とし、本文中の句読点の右肩に通し番号を付け、対応する註記を論文末尾にまとめて一括表記

する。 
  (例) …であるが、1)      …である。2)     …est, 1)       …est. 2) 

7) 「論文」、「研究ノート」にはレジュメを添える。レジュメは表題、執筆者氏名、レジュメ本文の順序で

書く。「論文」、「研究ノート」本体が日本語の場合はロマンス語を、同本体がロマンス語の場合は日本語

を使用し、1行の字数を「論文」、「研究ノート」本体と同じにして、10行程度に収める。なお、上記5)
に規定する制限字数の中にレジュメは含まない。 

8) 原稿に鉛筆書きでページ数を付ける。レジュメは最後尾のページとする。 
 6. 上記1〜5の規定を守らない原稿は受理しないことがある。不受理の場合は執筆者に通知する。 
 7. 原稿の採否は編集委員会が委嘱する査読委員による査読結果を踏まえて、編集委員会が決定する。不採用の場

合は執筆者に通知する。なお、採用予定の原稿でも不備な箇所等の書き直しを編集委員会が指示することがあ

る。 
 8. 提出された原稿が最終的に確定原稿として認められた旨の通知があった場合、執筆者は確定原稿の電子データ

を本部事務局宛に送付する。 
 9. 掲載された「論文」、「研究ノート」、「書評」の執筆者には本誌を5部贈呈する。 
10. 掲載された論文等に関して、その執筆者は電子化して公開・公衆送信する非独占的な権利を学会に対して許諾

するものとする。 
11. 本規定及び要項の解釈は編集委員会が行う。 
12. 本規定及び要項の制定及び改廃は編集委員会が行い、理事会の承認を得る。 

2012年5月19日 改正 

あとがき

『ロマンス語研究』第 号をお届けいたします。 年 月 日 土 ～ 日 日 に愛知県立大学で開催

予定だった第 回大会において発表された論考を中心に掲載されております。

年は新型コロナウィルスに翻弄された年でした。横浜港のクルーズ船で感染が起こったことから 月

から日本でも一気に緊張感が広がりました。ヨーロッパでは当初、イタリア、スペイン、フランスなどのロマ

ンス語圏での感染拡大が報じられ、心を痛めた会員の方も多かったのではないでしょうか。

このような状況で第 回大会を予定通り開くことは不可能であると、理事会で判断するに至りました。愛

知県立大学では糸魚川美樹先生を実行委員長として準備されておられていたところ、大変申し訳ないことで

した。ウェブ上の発表による代替開催といたしましたが、発表者にも聴衆の皆様にも慣れない形態でとまどう

ことも多かったことと拝察いたします。「統一テーマ ロマンス諸語における意味変化と語源」に 件、自由

テーマに 件の研究発表をなんとか終えることができました。皆様のご協力に改めて感謝申し上げます。

本号掲載の論文は、同大会発表のうち統一テーマが 本、自由テーマが 本、それに書評 本となりまし

た。数として例年より低調であることは否めませんが、大学への通勤通学もままならず研究活動のみならず生

活全般に多くの制約が課されていた中で執筆された方々には敬意を表したく存じます。また、査読に当たられ

た先生方にも感謝申し上げます。

さて、本会の会則では大会開催時に総会を開くと定められておりますが、大会を通常開催できなかったこと

から総会を開くことができず、決算予算等を会員にお示しして承認をいただくことができませんでした。新旧

事務局間の引継ぎが未了だった事情も重なりました。きわめて望ましくない事態であり、会員の皆様にお詫び

申し上げます。非常事態におけるやむを得ない措置としてお許しいただき、別の機会に改めてお諮りいたした

く存じます。

もう一つ重大な失態をご報告いたさねばなりません。第 号に掲載すべきであった論文が編集上の手違い

により漏れてしまったことです。あってはならない不手際であり、当該論文の執筆者および会員の皆様には心

よりお詫び申し上げます。執筆者のご了解のもと、本号に掲載することといたしました。

通勤通学はもとより海外調査活動を含めて、自由な研究教育学習活動を取り戻し、顔を合わせての大会開催

を行える日が一日も早く戻ってくることを祈念いたします。

日本ロマンス語学会会長 後藤 斉

お詫び

本号に掲載されている論文「フランス語不定代名詞 の諸用法と通時的考察」（鈴木拓真，中川亮，川口裕

司）は、本来は第 号（ 年 月発行）に発表される予定でしたが、編集担当の不手際により同号から漏

れてしまいました。遅ればせながら本号に掲載する次第です。ご迷惑をおかけした執筆者の皆さま、並びに会

員の皆さまに深くお詫び申し上げます。今後はこのようなことのないよう十分注意致しますので、なにとぞお

許しください。

日本ロマンス語学会前会長・編集委員（第 号編集担当） 福嶌教隆
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